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l加藤哲郎『東欧草命と社会主義.11 (花伝社、 1990年)、 324買での自己規定による。
2加藤哲郎『ソ連崩壊と社会主義新しい世紀へ.11(花伝社、 1992年)、 165頁。この箇所は元々1991
年 7 月 11 日 ~13 日の第 7 回オーストラリア日本研究学会(於オーストリア国立大学、キャンベラ)、
同年 9 月 16 日 ~19 日の第 6 固ヨーロッパ日本研究学会(於ベルリン)の報告ペーパーとして英語で
寄稿されたものである。英語ではτ'heJapanesePerception ofthe 1989 EasternEuropean 
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環境学研究科現代文明論講座文明構造論分野、 2011 年)、 21~43 頁を参照。














































10庚松渉「人類史的壮挙への長い道J~エコノミストJl (毎日新聞社、 1990年)、 59頁。

















































































































































































































































































































































































40贋松渉 r7ルクス主義と「プロ独」の問題J~朝日ジャーナルJl (朝日出版社、 1976年6月4日号)、
18頁。
41 dicta加rの辞書的な意味は、 l 口授者.2.独裁官《非常時に任命された任期6ヶ月の臨時執政官)).
となっている。水谷智洋編『改訂版羅和辞典Jl(研究社、 2011年)、 198頁。



























平凡社ライブラリー、 1994 年)、 422~423 頁、傍点"'7"'7 0
4庚松渉「マルクス主義と「プロ独」の問題J~朝日、ジャーナルJl (朝日出版社、 1976年6月4日号)、
17頁。


























1976 年 8 月)、 18~19 頁。
明榊利夫「報曜論とプランキ的虚妄広松渉氏(~朝日ジャーナルJl)の一文に対してJ ~赤旗Jl (日本


























内容を探るー J~.赤旗Jl (日本共産党中央委員会理論政治誌、 1976年 8 月)、 27~28 頁。


































































































































町山川暁夫・庚松渉「ソ連共産党崩壊後の前衛党論(下)J ~情況Jl (情況出版、 1992年5月)、 98頁。
田和田春樹・贋松渉「ロシア革命以降の世界と 7ルクス主義一国家社会主義の終駕J~情況Jl (情況出
版、 1993年8・9月)、 31頁。
158 
ての権威と膨大な信奉者をすでに持っている。ユートピアとしては貧弱だと言われる
し、過渡期についても具体的なプランが描かれていないことが指摘されるし、過渡期
をどう終らせるかのかの方策も不明確だと言われますけれども、そこを具体的かっア
クチュアルに埋めたもの、それがネオ・マルキシズムーイ業としては第ヨjt階というこ
とばを使っていますが の中身になるのではないでしょうか。あるいはなって欲しい
と願望しています。 59
慶松は、マルクス主義がユートピアとしては貧弱であり、過渡期の具体的なプランもな
いという指摘に対して、肯定的な理想社会を対置して答えているわけではいない。しかし、
それでもなお、新たなマルクス主義を固守するのである。
このような贋松の構想は、理論的主著である『存在と意味第二巻J(1993年)の末尾
でも抽象的に述べられている。
本節の行文を通じて闇らかな通り、著者としては、人倫的諸価値のうち「王義」を以
って最高位に据えるo (中略〕このさい、謂う所の「達成可能性」なるものは、「通用
的」判断においては屡々“達成不可能"“夢想的な高望み"とされがちである。それゆ
え、それが「達成可能」であること、「達成可能な高い価値」であること、このことを
現示し、以って、それの達成が「王義的行為」であることを証示するためにも、実践
的・現実的にそれを達成してみせることが要件となること往々である。一本節ではた
かだか「王義」の形式的規定とそれの妥当条件の形式的構図を陳べたに留まり、最高
価値の内実とそれの実質的完現を呈示・描出するには至っていない。これを図るには、
「文化的世界の存在構造」の討究(第三巻)を通じて価値体系を整序する作業を要す
るが、次篇における「制度的世界」の検事震はその一前提となる筈である。閃
内実の呈示を先送りにした形で性急に打ち出された「王義」という価値原理は、マルク
スが生きていた時代とは全く異なる様相を帯びた現代において、世界中のあらゆる場所か
らの構造変動を促すために、贋松が理論的次元で、つむぎ出したものであるように思われる。
目前掲書、 33頁。
田康松t歩『存在と意味第二巻Jl(岩波書底、 1993年)、 484頁。
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おわりに
これまでソ連崩壊後の贋松の言説を辿ってきたが、社会的な情勢の激変を受けてそれま
での自説を曲げた跡は見当たらず、 1990年代の主張も、理論的な道具立ては 1970年代の
ものとそう大きくは違わない。むしろ、ソ連崩壊を機に、あたためていたマルクス論を開
陳したという方が適切であるようにも思われる。贋松は、一国ではなく世界的な連関の中
での革命を唱えていた。そして、世界革命が真に達成された暁には、「国家のない社会Jr国
家なき世界統一社会」が生まれ、そのとき国家は眠り込むように、消蹴するとし旬。
1970年代に慶松は、新左翼運動の戦略として、マルクスのプロレタリアート独裁、永
続革命、世界革命といった概念を用いていた。 1990年代には、それらの概念を再び用い
ながら、時勢に応じる形で彫琢し援用している。しかしながら、「真にマルクス主義的な
世界革命」、マルクス主義の第三段階、そして晩年に打ち出した最高位にある「正義Jと
いった抽象的な原理は、内実のないままになっている憾みがある。それまでの贋松の思想
は、プロレタリア独裁や永続革命の理論で見たとおり、下から(内から)漸進的に革命を
進めるもので、あった。それは、大仰な理想社会の実現を拙速に迫るものというよりも、自
の前の具体的な歩みをすすめるものである。それゆえ、最高位の価値としての「王義」と
いったいわば上から(外から)の原理は唐突な印象をぬぐえない。
贋松の早すぎる死により来完に終わった主著『存在と意味』とマルクス解釈とをつなぎ
とめるものを、贋松の内部に探ってし、く試みが今後も必要になるだろう。
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